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（仮称）つくば市陸上競技場整備基本計画 
 

陸上競技・大会運営に関するワークショップ 
 

意見・提案書 
 

 
１ 陸上競技場本体 

(1) 風の影響がある場合や複数の競技を同時に実施できるように、トラックの
形状や固定式の写真判定装置等、逆走設定が可能なように整備してほしい。 

 (2) 防風対策として、ゲートやフェンスを用いて風をコントロールできる設備
の設置を検討してほしい。 

(3) スターティングブロックやハードル等、競技に必要な道具や備品は、通常
の 1.5 倍から２倍程度多めに数を用意してほしい。 

(4) 子供用のハードルを用意してほしい。 
(5) トラックの舗装色は、夏場に高温になりにくい青色にしてほしい。 
(6) 電子音スターターシステムの導入と、それに必要な電源を整備してほしい。 

 (7) 自動タイム計測機、ＬＥＤによる記録再現機能、光波距離計や投擲シミュ
レーター等、「科学の街つくば」にふさわしい最新設備を導入してほしい。 

 (8) 投てき場のネットは、視認性向上のため黒色にしてほしい。 
(9) 雨天時に、トラック内に水が溜まらないように整備してほしい。 
 

２ 観客席 
(1) 雨天時や夏場の暑さ対策として、観客席に屋根を設置してほしい。 
(2) ２階、３階へは、バリアフリー対応のスロープを設置してほしい。 
(3) 芝生スタンドは雨天時に使用できなくなるため、バックスタンド側にも観

客席を設置してほしい。また、その下に雨天走路を設置してほしい。 
 
３ 管理棟 

(1) 管理棟内に、雨天走路を設置してほしい。 
(2) 雨天時や夏場の暑さ対策として、管理棟の周囲に屋根を設置してほしい。 
(3) トイレ、更衣室やシャワー室は、男女で距離を離して設置してほしい。 
(4) コインロッカーを設置してほしい。 
(5) ウェイトトレーニングルームを設置してほしい。 
(6) 管理棟内に、人が滞留できるようなスペースを設置してほしい。 
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４ 多目的広場 
(1) 雨天走路は、大会時にウォーミングアップで人数が集中するため、80ｍ程

で５レーン以上設置してほしい。 
(2) 雨天走路の延長線上に、雨天時や夏場の暑さ対策等、多目的に使える広め

の屋根付きスペースを設置してほしい。 
(3) トラック内では投てきの練習が制限されるため、投てきの練習場を整備し

てほしい。 
(4) 多目的広場でも練習やウォーミングアップができるように、スターティン

グブロックやハードル等の道具及び倉庫を設置してほしい。 
(5) 健康増進のための簡易な運動器具を設置してほしい。 

 
５ 園路（ジョギング・ウォーキングコース） 

(1) ジョギングでどれくらい走ったかが分かるように、１周１㎞や２㎞等、切
りの良い数字に設定してほしい。 

(2) 健康増進のため、コース上にアップダウンを設置してほしい。 
(3) 夜間も安心して使用できるようにするため、適度な照明を設置してほしい。 
(4) コースは、タータン又はウッドチップで整備してほしい。 
(5) ジョギングとウォーキングが分けられたコースを設置してほしい。 
(6) 夏場の暑さ対策や景観向上のため、コース付近には樹木や植栽を整備して

ほしい。 
 
６ トイレ 

(1) 災害時にはトイレが不足するため、簡易（携帯）トイレの備蓄も含め、十
分に整備してほしい。 

 
７ 駐車場・駐輪場 

(1) 大会を行う場合には、相当な人数が車で来場することが想定されるため、
駐車場を 800 台程度は設置してほしい。 

 
８ バス停留所 

(1) 路線バスでの来場者が多いと考えられるため、バス停留所を設置してほし
い。 

 
９ 大会運営 

(1) 地震・火災等の災害や J アラートなどで避難が必要な場合を想定して、安
全対策マニュアル等を用意してほしい。 
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(2) 大会での盗撮対策として、撮影可能エリアの設置や、報道関係者以外の望
遠レンズの持ち込み禁止等のルールを設けてほしい。 

 
10 その他 

(1) 長距離種目等で良い記録を出やすくするために、ナイター競技大会の開催
を検討してほしい。 

(2) 競技場や園路を使って、リレーマラソン大会等の開催を検討してほしい。 
(3) 陸上競技をやったことがない人でも、気軽に使ってみようと思えるような、

良い意味で敷居の低い競技場にしてほしい。 
(4) 仕事帰りや部活動などで使用できるように、20 時位まで開館してほしい。 
(5) 一部の団体による独占的な使用を避けるため、大会以外は専用での使用は

しないでほしい。 
(6) 一般市民の方も計測できるように、月 1 回程度、計測可能な日を設けてほ

しい。  
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陸上競技・大会運営に関するワークショップ 
 
開催日 

第１回目 令和５年５月 25 日（木） 18：00～20：00 
第２回目 令和５年６月 30 日（金） 18：00～20：00 

 
参加者 
No. 氏 名 所 属 

１ 大山 卞 圭悟 
筑波大学 体育系 准教授 
筑波大学 陸上競技部副部長 
(仮称)つくば市陸上競技場整備基本計画策定検討会議委員 

２ 廣瀬 公男 
つくば市立谷田部中学校 特別支援教育支援員 
茨城陸上競技協会審判委員会委員 
陸上競技Ｓ級公認審判員 

３ 山本 厚 
土浦日本大学中等教育学校 教諭 
400ｍ・400ｍハードルを専門とし、スターターとしての経
験が豊富 

４ 會澤 正利 
茨城県立石下紫峰高等学校 教諭 
投てき競技の運営及び指導経験が豊富 

５ 山田 智久 
土浦市立下高津小学校 教諭 
つくば市小学校陸上競技大会のコーディネーターを歴任 

６ 戸邉 直人 
日本航空株式会社 アスリート社員 
男子走高跳日本記録保持者 
東京 2020 オリンピック日本代表 

７ 魚里 勇介 
関彰商事株式会社 
元アスリート社員（短距離スプリンター） 

８ 山中 清一 
守谷市立守谷小学校 教諭 
市民ランナー（つくばマラソン、つくば健康マラソンなど） 

９ 塚本 隆治 
茨城県立石岡商業高等学校 教諭 
市民ランナー（つくばマラソンなど） 
中長距離が専門で、中長距離を中心に指導経験有り 

 ※敬称略・順不同 


